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となるよう再懸濁した。この細胞懸濁液を96ウェルマイクロプレートに 100lLずつ播種し、 24:l 3時間、
370C、CO2濃度5%で前培養したo Tatnallら4)、Matsumotoら3)の既往研究を参考にして、本研究で、はウエ










1回、 3日関連続で、行ったo ここで、 Tatnallらめ、 Matsumotoら3)の既往研究では、次亜塩素酸曝露後24
時間の再培養時聞を経てMTT法により細胞数測定を行っているが、一方で再培養の間にもダメージ、を受けた
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